
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
国
際
会
議
実
行
委
員
会
｀
芦

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

2

⇒」
-
―
ー
）

一

（
巻
末
＊1

参
照
）ｷ
 

第
2

回
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
国
際
会
議

D
e
st
ina
t
ion
2
0
0
7
,
2
0
2
5
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
と
め

ier.2.0 

21世紀らしい生き方への第一歩（絵巻）
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戸サステアプルデザイン匡芋会議 Desti nati on 2007-2025 ワークショップまとめ
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デサイン

サステナプルデテノン三写全琴実ー委員会

有限責任事業起合ニニデフ／｀ノ＝至デ

ー式会社オープンI フ入

*1 第 2 回サステナプル D,estination 2007-2025 * 

サステナブルな社会におじるデプノンつ云言｀ふさわしい生活価値観の創出と提案、普及を目的とした国際会議。デザ

イナーや学生、企業の環委ー琶至琴三者、文） NGO など約 120 名が参加、世界遺産白川郷で 3 日間にわたってサステ

＊会議タイトル
ナブルな社会の実愛を巨奎すz

会期 2007 年 12 月 2・三全～三三三 3 三詈

会場 トヨタ白J I臣埠兵テー

主催

ダウンし（例：来年は「Desti nation 2008-2024」）一日でも早いサステ

組織委員会委員長 ー＝云ー互デー一三三亘云字〒完主教授）、実行委員会委員長益田文和（東京造形大学教授）

共催 エコ・エフィシニンシーニニニ＝―ノンこ愛する特別研究会 (SPEEED 研究会） (* 2) 
国際ユニヴァー7ヽー—ノン三奎会 ーニ： x3 

国際若手デザイナーフー：シ三 フ官←奎委員会：名古屋市、（株）国際デザインセンター］ (* 4) 

後援 経済産業省、環境含｀不~:;:~亘芸；環垣菅理協会、社団法人日本グラフィックデザイナー協会、社団法人日本インダ

ストリアルデザイアー三全 :;:~三ェ＝ノスプレイデザイン協会、社団法人日本パッケージデザイン協会、財団法人国際

デザイン交流芭会、百三ミシ三＝｀奎葉＝ーノン舌巽会、エコ産業創出協議会、日本デザイン機構、おおざか ATC グリーンエ

コプラザ実行委員全、えノ＝—-＝ ーデ杢全、ニニバーサルデザインフォーラム、ユニバーサルデザイン・コンソーシアム、

日本経済新聞社、芸芽Jご芝三奎去苓ー子デニ更吉造形大学、 NPO エコデザイン推進機構、 NPO エコデザインネットワーク、

o2 Global Network 

協賛 株式会社 INAX、ニプソン三吏·＝会モ -:::ノニーエプソン株式会社、株式会社地球の芽、株式会社東京デザインセンター、

株式会社東芝、1-三夕三工三·’—-三ニニ 冨＝通左式会社、日本デザインコンサルタント協会、 Indones i a-J a pan Friendship 

協カ トヨタ白川冠自然三云、て三豆芸―舌主三＼日本産業デザイン振興会(JDPO) 、有限責任事業組合エコデザイン研究所

事務局 サステナブルデザイン亘＝—下＿三＝一号 有哀貢竺事業組合エコデザイン研究所内） www.ecodesig n i nstitu te.com

*2 国際ユニヴァーサル
ュニヴァーサルデザインのさら＝る吾云こ実至を選して、社会の健全な発展とくらし創リを目指す活動体。 145 社、

12 団体、 51 名が参加,XI:-三＇：弓·三圭モ する、国内最大の UD 推進団体。 www.iaud.net/

*3 エコ・エフィシエンジーとニコデザインに関する特別研究会 (SPEEED 研究会）
「環境に配慮した新しいこ·ー＝，こデ三可毛至言ーを環境効率 (Eco-effi c i ency)とエコデザイン (Eco-desig n) の見地か

ら徹底的に考察するテ天全ニーニこ豆一頁戸ス字三呈技術研究所教授主宰。 www.speeed.org/

*4 国際若手ァ 07 

国際若手デザイアーフークシ三 プごご―て;:ニフステナブルな社会を描く、暮らしを描く～ 2025 年のサステナブ

ルな社会をどのようこつくノ元一るニーを＝—マに、 5 カ国 21 大学・企業の次世代を担う若手デザイナー 24 人が問

いかけ、ここに矩介する

期間 2007 年 12 月に三全～二三

会場 国際デザインてンター・モ三重吉＝•三乏・、三タヨJ I揉自然學校（岐阜県白川村）・エコプロダグソ 2007 （東京ビッグサイト）

主催 国際若手デザノァーフークシ三 フ宣蚕委員全：名ヨ屋市｀ （株）国際デザインセンター］

共催 サステナブルデプノン亘苫全鯉玉＝六二cこx--202s

プロデュース キュー· r->ノ・シニ、一三芦デブインセンター•海外ネットワークディレクター

仝匡益田文和乗芽こ芝乞寺老苫． ぢオーフン フス代表取締役

X 匡要若手デナイナーフークシ三ノフ www.idcn.jp/workshop 
三ェ，こしめ＝弄冬里の三三ご匡五言・シーン、・全葉・三院の枠を超えて集う、日本で唯一、世界でも類を見ない創造的・国際的な

王一つこーて、三不デつき圭を集る三＝若手デプノァーフークショップ。過去 7 年間の参加者は 38 ヶ国・ 300 人を超える。狭義の

ーヘ＝文.!.-、~VATIONS を核にグローバルな視点で捉えた社会の課題を、デザインや創造

てて至二てきるア？一つ育まを区るこ



ェコしぐさ、 ェコことは
日本には古来より、サステナフルなネニ会にふさゎ•ー一圭更下-そ- -

今日まで多く伝わっている。そうした知恵を改のて更言丁二ご~ご；こ―

かすことができるだろう。
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本資料は、東京大学名誉教授山本良一氏並びにサスティナブルデザインに←一

と許諾をいただいて、広く啓蒙普及を図ることを目的に制作致しました。 21世にらし

のためにご活用くださいますことをご期待申し上げております。

制作発行／ NPO法人日本再生プ グラ
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l ェコイノベーションで実現するサステナブルなライフスタイル（目標年 2025 年）
第 2 回サステナブルデザイン国際会議 Desti nation 2007-2025 ワークショップまと

本書の見方

1 オモテ （カラー印刷面）

上段雲の中：

タイトル
サステナブルな社会の生活シーンや社会テーマ
および、それらにおけるサステナブルなライフ
スタイルのシナリオ

短冊：

サステナブル・ライフスタイルの事例

短冊外：

ェコイノベーション

下段雲の下：

現代社会における環境／社会問題など
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「オモテ」と「ウラ」は、印刷も表裏0、

I ウラ （モノクロ印刷面）

キーワード

各タイトルにおける、サステナブルな社会のキーワード

ェコイノベーションを推し進める中にも生かしたい先達の知恵
や、価値観の拠り所となりうるワードリスト（随時更新）
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遺伝子組み換え作物の安全活用

トレーサピリティ

ォーガニック農法の讀立

地嚢地消

旬蜃鯨•

食育

共同籟入

食文化の見直し（和食の葛評儡J

カロリー摂取量の適正9ヒ
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食糧自給率 100％の国づくリへ
安定的自給自足体制の確立
カロリーベースの自給率 39％を、農業の制度と

技術の改革、国土に合った食習慣、食品廃棄物

の極少化によって 100％にまで高める。
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食糧自給率 100％の国づく
給自足体制の喧立
昌言
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1 キーワード

遺伝子組み換え作ャ

トレーサビリティ

オーガニック農；上

地産地消

旬産旬消

食育

共同購

食文 L 

カロリー

エディブルラン

おすそ分け

生物農薬
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だれもが働ける社会をめざす
働く意思があれは、誰でもいつでも生涯を通して働くことが可能なスニ竺

年をとっても、障害を持っても、やりがいをもって仕事ができる。
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だれもが働ける社会をめ
ご丘ー

低く意思があれば誰でもいつて三三二を二／（霊くことが可
年をとっ贔胄霜：を持；：も、今•J』さ を正って·土事がでぎ

1 キーワード

SOHO 

流動化

技術伝承

半農半 x

働き手の多様化（外目人、障害者、高齢者）

インターンジッ―

やりバ

職業数育

多元的評侶

クリエイティブオフィス

職住近接

ベンチャーキャピタル投資



情報アクセス 100％をめざす
だれもがいつでも必要な情式こ夏旱こアク七スでき、自分の意見を発信でき、信頼で

きるサービスを利用すること、：：てきる：：ニ会c
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こよる梢報環境の汚染 ‘"人ヤ1年1'11入、偽

個人情報の漏洩や
ョン・ディバイドの増加



1 キーワード

テレコミュニケーション

言葉のボーダレス化

情報公開

世代間コミュニケーション

インタラクティブ

ソーシャルネットワーキング

リアル・コミュニケーション

オンデマンド配信

E-Cal （イー・カロリー）
芦可戸｀ザイナーワークショップ： Team C 

召二｀一二塁会
ペ総

家電や食品、建築物等すべての製品が生産される過程において排出さ
れる CO2 と水の使用量から、製品の環境負荷を E-Cal という単位で算出。 彗三竺るし二；：ノCa[ [年
非営利団体 DIET-EARTH は、 E-Cal 算出基準の公平性を保つ役割を担い、

企業はその基準に基づき製品のカロリーを算出し、情報を貼示して販 ＜三り
疇る。消費者は製品がいかに環境に配慮されているかを E-CaI 表示に o 喜亀
より知ることができる。 E-Cal はリアルタイムにデータベースに記録さ

れ、カロリーの低さを競い合うゲームをしたリ、記録したリする。 戸

子どもから大人へ教育

©尋t
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自然と共に生きる
全ての竺命の言：ある名表とそら·言戸を伝全することご王二-こちの責任。
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気候システムのllN襄が始まろうとしている



1 キーワード

認証制度 (FSC、 MSC、 SPO)

ネイチャーテック

バイオテック

自然産業

環境保全型農業（本来農業）

アグロフォレストリー

里山の保全

バイオミメティクス

生物多様性

生態系サービス

PES (Payment for Ecologycal Service) 


